平成２２年９月８日
平成２２年第３回奥多摩町議会定例会会議録

（連合審査会）

平成２２年９月８日　開会
平成２２年９月８日　閉会

西多摩郡奥多摩町議会事務局
平成２２年第３回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録

１．平成22年９月８日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

２．出席委員は、次のとおりである。

　　第１番　師岡　伸公君　　第2番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君
第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君
第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第10番　澤本　　章君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３．欠席議員は、次のとおりである。

なし

４．会議事件は、次のとおりである。

　　別紙本日の「議事日程表」のとおり

５．職務のため出席したものは、次のとおりである。

　　議会事務局長　大野　　尚君　　　　議会係長　浅見　隆久君

６．地方自治法第１２１条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　町　　　　長　　河村　文夫君　　　副   町   長　　村木　義雄君
　　教 　育 　長　　栃元　　誠君　　　企画財政課長　　加藤　一美君

企画財政課主幹　　清水　信行君　　　総務課長　　原島　　肇君
住民課長　　浜野　武雄君　　　福祉保健課長　　若菜　伸一君

　観光産業課長　　加藤　博士君　　　地域整備課長　　宮田　昭治君

　教育課長　　井上　永一君　　　会計管理者　　清水　　明君
　病院事務長　　川村　文雄君
　　　　　　　

平成２２年第３回奥多摩町議会定例会
連　合　審　査　会　議　事　日　程
平成２２年　９月　８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１０時００分　開会・開議
	日程
	議案番号
	事　　　　件　　　　名
	結　果

	１
	―――
	議長開会・開議宣告
	―――

	２
	―――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第58号
	平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）
	原案可決

	４
	議案第59号
	平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	原案可決

	５
	議案第60号
	平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	原案可決

	６
	議案第61号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	原案可決

	７
	議案第62号
	平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算

（第１号）
	原案可決

	８
	議案第63号
	平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）
	原案可決

	９
	議案第64号
	平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第１号）
	原案可決

	10
	議案第65号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
	原案可決


（午後２時24分閉会）
午前10時00分　開会・開議

○議長（澤本　　章君）　皆さん、おはようございます。
　これより本日の連合審査会を開会、開議します。
　本日の出席委員は13名です。
　直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

　本日の連合審査会はお手元に配布してある日程表のとおり、９月７日の本会議第１日に付託された、日程第３　議案第58号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第１号）及び日程第４　議案第59号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第５　議案第60号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第６　議案第61　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第７　議案第62号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算（第１号）、日程第８　議案第63号　平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第９　議案第64号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第10　議案第65号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上８件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は自席に着席したままで簡潔に行なっていただくようお願いします。
　初めに、議案第58号について各課長から順次所管の説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、一般会計８ページをお開きください。
　歳入でございます。
　地方特例交付金859万6,000円の増額は、子ども手当創設に係る地方負担分とエコカー減税に伴う減収補てんでございます。

　次の特別交付金57万円の減額は、平成11年度から平成18年度まで行われました所得税減税の減収補てん分として交付されておりましたが、平成21年度をもって廃止が決定しましたので皆減するものでございます。
　次の地方交付税１億922万7,000円の増額は、普通交付税の確定に伴うものでございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　次の使用料及び手数料、農林水産業使用料30万円の減額につきましては、海沢体験農園の滞在型農園が１区画、４月から６月までの３か月間、使用されていなかったことによるものでございます。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　国庫支出金のうち民生費国庫負担金は7,064万6,000円を減額するもので、子ども手当費負担金が当初予算積算の際の錯誤により過大となっていたため、今回、訂正をさせていただくものでございます。
○教育課長（井上　永一君）　９ページをお願いいたします。

教育費国庫補助金でございますが、１万7,000円の増額につきましては、要保護児童生徒の援助費補助金で、歳出でもご説明いたしますが５月に要保護対象となった生徒の就学援助事業費の扶助費に対する補助金となります。
○福祉保健課長（若菜　伸一君）　民生費都委託金の児童福祉費委託金は115万9,000円を増額するもので、子ども手当支給の際の事務費交付金でございます。

次に、都支出金、民生費都負担金は1,238万6,000円を減額するもので、民生費国庫負担金と同様に、子ども手当費都負担金を当初予算積算の際の錯誤により訂正をさせていただくものでございます。

次の民生費都補助金の児童福祉費補助金は78万5,000円を増額するもので、乳児家庭全戸訪問事業とファミリーサポート事業に対する、次世代育成支援対策事業補助金を見込むものでございます。

次に衛生費都補助金、保健衛生費補助金は52万4,000円を増額するもので、新たに実施するフッ素洗口推進事業費36万5,000円と５歳児健康診査事業費15万9,000円に対する医療保健政策包括補助事業補助金を、10分の10で見込むものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次のページの農林水産業費都補助金、農業費補助金でございますが、事業金額の確定に伴い389万円を増額するもので、都の100％補助のシカ緊急捕獲事業費を371万円、２分の１補助の農作物獣害防止対策事業費を18万円増額するものでございます。

次の林業費補助金、シカ被害跡地復旧造林事業補助金2,000万円の増額でございますが、シカによる被害跡地、オオダワの造林事業によるもので、都の100％補助でございます。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の都補助林道開設事業費補助金増50万6,000円につきましては西川線林道の開設工事の額の確定と、都補助林道改良（舗装）事業費補助金減、君平線林道改良工事及び熊沢線林道改良工事のそれぞれの額の確定によるものでございます。　
○観光産業課長（加藤　博士君）　次の商工費都補助金の26万3,000円の増額につきましては、歳出でご説明いたします木質バイオマス利活用可能性検討委員会謝礼に伴う、地球温暖化対策都推進補助金の増額によるものでございます。　

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の不動産売払収入368万3,000円の増額は、栃久保町有地１区画の売払い収入です。

　次の繰入金のうち老人保健特別会計繰入金105万円の増、次の介護保険特別会計繰入金362万1,000円の増、次の後期高齢者特別会計繰入金310万8,000円の増は、平成21年度決算に伴い一般会計に繰り入れるものでございます。

　次の11ページをお開きください。

減債基金繰入金は5,000万円の減額で、財源調整によるものです。

　次の繰越金は6,093万5,000円の増額で、前年度の決算によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、諸収入の森林再生事業受託収入でございますが、契約金額の確定に伴い813万1,000円を増額するものでございます。

　次の花粉症発生源対策事業受託収入につきましても、契約金額の確定に伴いまして4,359万1,000円を増額するものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の雑入100万円の減額は、水道一元化に伴い庁舎地下２階を都水道局が使用しており、当初100万円の年間使用料を見込んでおりましたが、最終的な水道財産引渡しの際に、不足が生じたため免除するものでございます。
　次の臨時財政対策債7,371万6,000円の増は、国からの確定通知によるものです。

　以上で歳入の説明を終わります。
○総務課長（原島　　肇君）　補正予算書の12ページから歳出に入りますが、その前に人件費にいて総括的に説明させていただきます。

　補正予算書の42ページ、給与明細書をご覧ください。

　まず、特別職の給与明細書、下段の比較の欄をご覧ください。
　長等の期末手当91万8,000円の増は町長、副町長の役職手当を計上したもの、また、その他手当の退職手当負担金55万1,000円の増、共済費42万9,000円の減は、それぞれ負担率に基づき精査したものです。また、報酬５万3,000円の増は、林業振興事業協議会委員報酬の増となります。
　次ページをお願いいたします。一般職でございます。
上から３行目の比較の欄ですが、職員数は１名の増、給与費の給料は427万2,000円の減、職員手当は1,209万1,000円の増、一つ飛びまして共済費は681万9,000円円の増、合計で2,318万2,000円の増となります。職員数１名の増は当初見込職員数の増となります。給料、職員手当、共済費は、年間所要見込額の調整をしたものです。職員手当ての内訳につきましては、説明を省略させていただきます。

以上で給与費明細書の説明を終わります。
12ページにお戻りください。

○事務局長（大野　　尚君）　それでは、12ページの議会費から説明をいたします。

議会事務局費は17万4,000円を減額するもので、職員手当等で26万2,000円の減は職員の人事異動に伴うもの、共済費の７万6,000円の増は共済組合負担金増の負担率改定に伴うものが主なものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　02総務費の一般管理費は525万3,000円を追加するもので、給料から共済費まで所要見込額を調整したものです。

　次のページをお願いいたします。
　負担金・補助及び交付金は、関東町村会海外行政視察参加負担金３万9,000円の追加でございます。
　庁舎管理費は８万2,000円を追加するもので、分煙テーブル定期点検保守委託料２回分でございます。

　災害対策用職員住宅管理費は30万円を追加するものですが、住宅も建築から13年経過し、修理について細かい部分は使用者負担としてまいりましたが、ガス給湯器修繕のため２世帯分を新たに計上するものです。

　電子計算費の電子計算開発費では5,767万6,000円を追加するものですが、電子計算業務につきましてはコストの削減、高品質なシステム構築、事務処理の省力化を図るため、西多摩郡町村電算共同営協議会を設置し、２年にわたる検討・協議の結果、電算システム共同運用の方針が決定され、事業者によるデモンストレーション、プレゼンテーションを実施し、選考委員会で書類審査、価格審査、操作性の審査の評価を実施した結果、日本電子計算株式会社を事業者に決定いたしました。契約にあたり今後５年間のシステム構築費等の所要額を調整し計上するものです。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の地域振興対策事業費の11需用費121万4,000円の増額と、その下の19負担金・補助及び交付金121万4,000円の減額は財源の組み替えで、身近なまちづくり支援事業補助金が確定したため、その不用額を印刷製本費に移し、観光産業課が作成しております山里歩き絵図を4,000部、追加印刷するものです。

なお、今回の増刷分の多くは新宿や都庁の案内所に置いてもらい、一人でも多くの方に来町いただくことで町の活性化を図りたいと考えております。

また、この121万4,000円のうち100万円は東京都市町村自治調査会の助成金を充当いたしますので、町の負担額は21万4,000円となります。
○住民課長（浜野　武雄君）　14ページをご覧ください。

出張所費76万5,000円の増は人件費の調整でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の財政調整基金費3,650万円の増額は、財源調整のための積立基金です。

○総務課長（原島　　肇君）　車両費、車両管理費は36万6,000円を減額するものですが、消耗品費ではタイヤの購入費の追加、備品費は入札差額の減額です。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　交通安全対策費、工事請負費350万円の増につきましては、日向人道橋の工事の都補助事業の額の確定によるものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　15ページをご覧ください。

税務総務費621万9,000円の減額は、人件費の調整でございます。

戸籍住民基本台帳費124万2,000円の減額は、人件費の調整でございます。
○総務課長（原島　　肇君）　選挙管理委員会費は８万1,000円を追加するものですが、職員手当、共済費は所要見込額の調整、備品購入費は委員長公印を買い替えるものです。
○事務局長（大野　　尚君）　監査委員費は13万1,000円を増額するもので、共済費の７万1,000円の増は共済組合負担金の負担率改定に伴うもの、旅費の６万円の増は代表監査委員の交代に伴うものが主なものでございます。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　民生費でございます。社会福祉総務費は70万7,000円を増額するもので、人件費の所要額を見込んだものでございます。

　次の国民健康保険事業費は538万円を増額するもので、給料から17ページの共済費までは異動に伴う人件費の所要額を見込んだものでございます。

17ページをお願いいたします。

繰出金20万7,000円の増額は、平成21年度分の国保会計事業勘定繰出金８万円の増と保険基盤安定繰出金12万7,000円の増で、それぞれ過年度の確定によるものでございます。

　次の老人福祉費の高齢者外出支援サービス事業費27万1,000円の減額は、外出支援サービス送迎車両購入に伴う不用額でございます。

　次の老人保健特別会計繰出事業費1,000円の減額は、老人保健特別会計の平成20年度の確定により減額したものでございます。

　次の介護保険特別会計繰出事業費は15万5,000円を増額するもので、職員給与費等を見込むものでございます。

　高齢者在宅サービス事業費の工事請負費は150万円を増額するもので、白丸デイサービスセンター設備工事の増額分を見込むものでございます。

　18ページをお願いいたします。

　後期高齢者医療制度事業費10万円の増額は、葬祭費の過年度分の支給申請に伴う経費を見込んだものでございます。

　心身障害者福祉費の障害者自立支援事業費の15万3,000円の増額は、新事業移行促進事業として施設入所者の支援にかかる経費及び事務費を見込んだものでございます。

　次の障害者地域生活支援事業費の78万3,000円の増額は、地域活動支援センターで使用する業務用ミキサーを購入する経費を見込んだものでございます。

　次の児童福祉総務費は657万6,000円の増額で、異動に伴う人件費の所要額を見込んだものでございます。

　19ページをお願いいたします。

　ひとり親家庭医療費助成費の49万4,000円の増額は、委託料で審査支払委託料及び社保事務費それぞれ１万4,000円と扶助費で国保分28万円、社保分18万6,000円の医療費自己負担分を助成する費用をそれぞれ見込むものでございます。

　少子化対策事業費60万円の増額は、町子ども子育て支援推進事業に基づき実施しております12事業のうち、多子家庭世帯等高校生通学援助事業につきまして、今まで電車が対象であったものを、この10月から町内のバスまで拡充するまでの所要額を見込んだものでございます。

　子ども医療費町単独助成事業費は63万8,000円を増額するもので、委託費で社保事務費１万4,000円と扶助費で国保分６万2,000円、社保分56万2,000円、医療費自己負担分を助成する費用をそれぞれ見込むものでございます。

　次の子ども手当事務費は62万7,000円を増額するもので、国からの委託金10分の10で事務に伴う所要額を見込むものでございます。

　20ページをお願いいたします。

　児童措置費の児童手当費9,542万円の減額は、子ども手当の当初予算積算に際し錯誤により過大となっていた費用の訂正を行なうものでございます。

　次の児童健全育成事業費の放課後児童健全育成事業費１万6,000円の増額は、氷川学童保育の浄化槽保守点検委託料を見込むものでございます。

　子ども家庭支援センター事業費７万5,000円の増額は、役務費で電話料及び行事保険料、使用料及び賃借料でＦＡＸ使用料を見込むものでございます。

　ファミリーサポートセンター事業費454万円は、今まで子ども家庭支援センター事業費に含まれていたものを、次世代育成支援対策事業に該当できることとなったため、新たに目を設け予算を組み替えたものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　21ページをお開きください。

国民年金費、国民年金総務費128万6,000円の減額は、人件費の所要額の調整でございます。
○福祉保健課長（若菜　伸一君）　衛生費でございます。22ページをお願いいたします。

　保健衛生総務費105万1,000円の減額は、人件費の所要額を見込んだものでございます。
　次の古里診療所事業費21万3,000円の増額は、薬用冷蔵ショーケースの購入費を見込んだものでございます。
　保健福祉センター管理費35万2,000円の増額は、委託料で健康管理システム保守点検料37万8,000円の増、使用料及び賃借料で複写機使用料44万1,000円の減、備品購入費で健康管理システム機器購入41万5,000円の増を見込んだものでございます。
　次に予防費では23ページをお願いします。女性特有のがん検診推進事業費28万3,000円の増額は、過年度国庫補助金の額の確定に伴う返還金を、次の遠隔予防医療相談事業費69万7,000円の増額は、修繕費で遠隔予防医療システムの修繕20万円を、委託費で同システムの保守点検委託料49万7,000円を、それぞれ見込むものでございます。

　次の食育推進事業費12万3,000円は新たに設けるもので、報償費で料理講習会講師謝礼８万3,000円、原材料費では料理講習会用食材購入費４万円をそれぞれ見込むものでございます。

　次に母子保健事業では、妊婦健康診査事業21万円の増は、里帰り出産等妊婦健康診査費用を助成するもので３名分を見込んでございます。

　３・４か月児健康診査・産婦健康診査事業費8,000円の増額は、賃金では健康診査時の看護師賃金１万6,000円の増を、報償費では医師報償を8,000円減額するものでございます。

　次の５歳児健康診査事業費は本年から始める事業で、3,000円の増は対象者30人の郵券代を見込むものでございます。

　次の乳児家庭全戸訪問事業１万円の増額は、需用費で消耗品を見込むものでございます。

　フッ素洗口推進事業費36万5,000円は本年から始める事業で、虫歯予防に効果のあるフッ素で口を洗う事業の実施に際し、賃金で歯科衛生士の賃金10万円と、消耗品で薬液購入費の所要額を見込むものでございます。
○住民課長（浜野　武雄君）　環境衛生費、環境衛生総務費57万2,000円の増は、手当等の調整でございます。

生活排水対策事業費92万4,000円の増は、長畑排水浄化施設の修繕費でございます。

衛生費９万7,000円の減額は、クリーンセンター職員の人件費の調整でございます。

25ページをお開きください。

　塵芥処理費、ごみ処理事業費732万5,000円の増は、ごみ処理作業員賃金、クリーンセンターの臨時職員分ですが、86万4,000円の増、需用費で修繕費の増、３件、修繕費が増になります。639万5,000円の増でございます。

委託料、ストックヤードホイストクレーン管理業務委託料は増額となりまして、その内訳は６万6,000円でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農業委員会費でございますが、16万4,000円の増額につきましては人件費分でございます。

　次のページの農作物有害鳥獣対策事業費でございますが、シカの緊急捕獲の回数増に伴う委託料とサルの捕獲檻の購入などにより407万2,000円を増額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　簡易給水施設管理費220万5,000円の増額につきましては、賃金、簡易給水施設管理道・取水施設整備賃金の増でございます。

11の需用費113万1,000円の増につきましては、修繕費増でございまして、峰水源の漏水及び奥水源の管理道の修理でございます。
15の工事請負費32万円の増につきましては、栃寄水道ポンプ小屋の復旧工事でございます。

17公有財産購入費64万1,000円の増額につきましては、栃寄簡易給水施設の用地買収費の計上でございます。

22の補償・補填及び賠償金の１万5,000円の増につきましては、栃寄浄水場の水道施設内の立木の補償費でございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　27ページをお開きください。

農業振興総務費でございますが、丹三郎直売所のレジ保守サービス期間の終了に伴い、委託料と農産物の陳列棚及び販売用のコンテナ購入費として19万8,000円の増額をお願いするものでございます。

次の山村振興事業費でございますが、39万4,000円を増額するもので、体験講習の講師謝礼や体験農園の日帰り農園農具箱の修繕によるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　林業総務費につきましては、職員の給料の調整でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の林業振興総務費の100万円の増額でございますが、町の森林整備計画の中間見直し時期となるためお願いするものでございます。

　次の林業構造改善事業費５万8,000円の増額でございますが、森林整備計画の見直しに伴う委員会の回数増を見込んだものでございます。
　次の多摩の森林再生事業費の813万3,000円の増額でございますが、契約確定によるものが主な内容でございます。
　29ページをお開きください。

　シカ被害対策事業費2,000万円の増額でございますが、歳入でもご説明しましたように、逆川上流のオオダワへの造林事業によるものでございます。

　次に、花粉症発生源対策事業費の4,359万5,000円の増額でございますが、契約確定によるものが主な内容でございます。
　次の森林セラピー事業費でございますが、事務所の独立化に伴う機器やソフトの整備、登計トレイルの危険箇所の手摺設置の工事等により62万4,000円を増額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の林道治山費、林道維持管理費200万円の増につきましては、奥林道のほか土砂災害の関係で土砂崩壊の片付けの賃金、維持費の計上でございます。

　次に、都補助林道開設事業費、委託料1,390万円につきましては、西川線林道の測量設計委託料の増でございまして、10分の10の補助金で、1.5ｋｍ全線の測量設計の補助の増額が見込まれるための計上でございます。

　次に、15の工事請負費1,000円万円の減につきましては、工事の額の確定によるもので10分の10の都の補助金でございます。

　次の22補償・補填及び賠償金70万円の増につきましては、西川線林道の開設に伴います立木の補償で10分の10の都の補助金でございます。

　次に、31ページをお願いします。

　工事請負費40万円の増につきましては、熊沢線林道の改良工事の額の確定によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の水産業総務費でございますが、峰谷養魚池の排水管修理と人件費により29万6,000円を増額するものでございます。

　次の観光総務費の344万5,000円の増額でございますが、委託料の国立公園60周年と山ふる開園20周年を記念した音楽祭の委託料のほかは人件費分でございます。この記念音楽祭につきましては、山のふるさと村を会場に自然の中での音楽祭と環境保護の大切さなどをテーマとして、また、町や山のふるさと村のＰＲを含めて開催する予定でございます。
　次のページの町ふれあい広場事業費の10万円の増額につきましては、分担金の増によるものでございます。

次の観光施設維持管理費の20万8,000円の増額につきましては、特殊建築物と設備の定期調査報告を行なうための委託料と、施設維持に関わる原材料購入費をお願いするものでございます。
次の観光施設整備事業費の26万4,000円の増額でございますが、もえぎの湯のボイラーを交換するため、並行して検討している木質バイオマス利活用可能性検討委員会の委員謝礼を新たにお願いするもので、歳入でご説明いたしましたが全額都補助金として交付されるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　33ページをお願いします。

土木費になります。土木総務費1,069万1,000円の増額につきましては、職員の異動による調整でございます。

次に道路維持費、13委託料650万円の計上につきましては、説明欄にございます白丸・棚沢・海沢の委託料で都市町村土木補助事業で計画しております。

次に、町単独道路新設改良事業費、17の公有財産購入費252万1,000円の計上につきましては、棚沢住安戸地内の道路用地買収費で、多摩川南岸道路の道路予定地の土地でございまして、土地開発基金で購入している土地です。南岸道路の影響範囲は約500㎡を予定しておりまして、東京都で買収をされる土地となります。

次に河川改良費、15の工事請負費1,200万円の計上につきましては、大丹波八桑地内のスババ沢の水道工事でございます。

次に住宅管理費、需用費の157万3,000円の増につきましては、町営住宅２戸の空家修繕が主なものでございます。

次に、17の公有財産購入費1,149万4,000円の計上につきましては、長畑地内の住宅用地の買収費を計上しております。土地の分譲地として約114坪ほどの土地の買収を見込んでおりまして、２戸分の分譲を予定しております。

○企画財政課長（加藤　一美君）　35ページをお開きください。

　下水道事業特別会計繰出事業費800万円の増額は、下水道会計への繰出金です。

○総務課長（原島　　肇君）　消防費に入ります。非常備消防総務費は70万7,000円を追加するものですが、人件費の所要見込額の調整をするものです。
　消防団費では41万9,000円を追加するものですが、新入団員の制服代の追加でございます。

防災費の防災費は１万5,000円を追加するものですが、消耗品費の増でございます。
○教育課長（井上　永一君）　36ページをお願いします。

　教育費となります。項の１教育総務費です。事務局費でございますが、41万8,000円の増額につきましては人件費でございます。

　教育指導費につきましては471万4,000円の増額となりますが、その内容は需用費につきましては消耗品の増額によるものでございます。委託料の240万円の増額は、学習の支援が必要な児童・生徒のために、昨年まで都の嘱託職員として教育相談室でご指導いただいた先生に、引き続き町の委託職員として教育相談室に勤務をしていただきながら、学校と協議をしながら効果的な学習支援をお願いするため計上させていただいたものです。

備品購入費221万1,000円の増額につきましては、中学校の吹奏楽部用の楽器購入費でございます。氷川中学校ではクラブ活動で使用している楽器の一部を借用している状況であり、併せて両校で活動に不足する楽器を購入するため計上させていただきました。少子化による生徒減少の中、様々な場で発表の場を設け、さらに充実した活動を行なわせたいと考えております。

次に、項の２小学校費です。教育振興費の小学校教育振興費78万2,000円の増額につきましては、音楽指導用の楽器購入による備品購入費の増額でございます。音楽の授業で使用する老朽化した楽器の整備をするものです。

学校建設費の小学校建設事業費100万円の増額は、来年度から予定しております教室の木質化の調査及び設計業務を委託したいため計上させていただいております。教室の木質化につきましては、児童・生徒が木のぬくもりを感じながら意欲的に学習に取り組む環境を整備し、多摩産材の活用による環境教育への関心も高めたいと考えております。
　37ページをお願いします。

　項の３中学校費です。教育振興費につきましては306万7,000円の増額となります。内訳でございますが、中学校教育振興費266万9,000円の増額は、音楽の授業で使用する和楽器購入による備品購入費を計上させていただきました。新学習指導要領の音楽のうち、器楽指導については和楽器、弦楽器、管楽器、打楽器、電子楽器及び世界の諸民族の楽器を適宜用いることとされており、特に和楽器の指導については１種類以上の楽器の表現活動を通して、生徒が我が国や郷土の伝統音楽を味わえるよう工夫することとされており、学校とも相談の上、両校で使用するということで和太鼓と琴セットを整備したく計上させていただいております。現在でも和太鼓の指導はしておりますが、そのときに応じて清流太鼓から借用しているというのが現状であり、今後、複数学年にわたり指導を行なうことを視野に入れ整備をしたいと考えております。

　準要保護等生徒就学援助事業費の11万6,000円の増額ですが、４月から文部科学省が要保護等児童生徒就学援助費の対象費目を拡大いたしました。拡大した費目はクラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ会費ですが、これに伴い町の就学援助補助要項により国の基準で援助をするため計上させていただいたものです。なお、これらの費目への援助費用については地方交付税として措置されることとなっております。
　古里中学校教育振興事業費の４万7,000円の増額は、一般教材用備品の購入によるものです。

氷川中学校教育振興事業費の20万円の増額につきましては、修繕費を計上させていただいております。

　要保護等生徒就学援助事業費の３万5,000円の増額につきましては、５月に要保護認定の世帯となりました生徒の修学旅行費の扶助費となります。

次に、学校建設費の中学校建設事業費の600万円の増額は、委託料として来年度予定しております氷川中学校校舎外壁等改修工事を来年の夏休みに施工したいため、調査設計業務委託料を計上させていただきました。工事請負費では氷川中学校の学校菜園工事について、農業改良普及所の職員へ相談し施工方法、埋め戻し法等を変更し工事をした方がよろしいというお話を伺い、増額させていただき、工事発注させて計上させていただいております。

38ページをお願いします。

項の４給食費です。給食管理費の373万4,000円の増額につきましては、給料から共済費までが人件費の調整、役務費が旧給食センターの汲取料の増額及び食器洗浄器などの撤去処分費の計上をいたしました。旧給食センターで使用していた備品類のうち、新しい給食センターで使用するものは再利用し、また、町の施設で希望がある場合は備品として活用していただいておりますが、再利用が難しい備品について撤去処分したく計上させていただいております。

使用料及び賃借料につきましては、新しい給食センターの駐車場用地、公用分の駐車場用地としてお借りするための使用料でございます。

工事請負費の増額につきましては、新しい給食センターで運用を開始いたしましたが、昨年の建設工事費の中でみておりませんでした部分の雪止め工事等が必要となり、追加で設置する必要が生じたため計上させていただくものです。

負担金・補助及び交付金につきましては、小丹波テレビ組合への新規加入負担金でございます。

39ページをお願いします。

項の５社会教育費となります。社会教育総務費は138万7,000円の増額となります。内訳でございますが社会教育総務費の１万6,000円の減額は人件費でございます。教育文化振興事業費の103万5,000円の増額につきましては、負担金・補助及び交付金の海外派遣事業補助金の増額によるものです。７月27日から８月７日に実施いたしました中学生の海外派遣につきましては、当初、13名の派遣を予定しておりましたが、応募者が16名となり作文、面接等の試験を実施いたしました。どの生徒も海外での活動、生活に大きな希望を持ち受験したという芽を摘むことができず、協議の結果、全員の派遣を決定し派遣いたしました。今回の補正はその金額を計上させていただいたものです。事後になり申し訳ございませんが、ご理解をお願いいたします。文化会館管理費の36万8,000円の増額は、文化会館玄関の屋根改修修繕によるものです。

次の青少年対策費、青少年対策事業費の30万円の増額は、地域の児童遊園地の遊具の撤去・修繕等の費用によるものです。

水と緑のふれあい館運営事業費の13万5,000円の増額につきましては、人件費及び次の40ページにございます庁用車更新による自動車自賠責保険料の増額によるものです。

次の美術館費、美術館事業費の72万6,000円の増額につきましては、需用費のうち印刷製本費がせせらぎの里美術館のパンフレットの印刷、修繕費が冷温水器、発電機の修繕、使用料及び賃借料が南氷川のアトリエ和泉のギャラリーの展示替えのため借り上げることによるものでございます。

次に、項の６保健体育費です、保健体育総務費でございますが、290万円の増額につきましては、報償費の７万円及び需用費の３万円につきましては、西多摩地区の体育指導員研修会を町の主管で実施いたしますが、その際、森林セラピーの体験をしていただくということで、ガイド等をお願いするため費用を追加させていただくものでございます。

委託料280万円につきましては、平成25年の多摩国体に向けロードレースの会場として４市町村で受けもつことになっておりますが、町がその幹事となり実施に向けた調整をしております。その中でスタート地点からゴールまでのコースの危険防止のための備品等の設置箇所、スタート、ゴールそれぞれの各都道府県の選手村等の会場設計図、表彰式会場の設営図等を作成する必要があり、コースが長く設計する時間もかかり、来年度の発注では時間的に厳しいということで、４市町村で協議し、22年度中にコース設計をしたいため費用を計上させていただきました。

なお、その費用につきましては最終的には各市町村の負担割合で負担することとなっておりますが、全体の費用の負担割合について協議を行っている段階でありますので、このコース設計については幹事である町が委託をしておき、後年度で他の自治体から費用を負担していただくこととなります。

41ページをお願いします。
体育施設費、総合運動場維持管理費の83万円の増額につきましては、総合運動場の駐車場部分で消防団が夜間訓練を実施しておりますが、照明が暗く訓練の際には各分団で独自に照明を用意して対応しております。今後も消防団の訓練が実施されることから、ここで照明を増設するためのものです。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の予備費３万6,000円の減額は、予算調整でございます。

　最後の44ページをご覧ください。町債の見込みに関する調書でございます。

　区分の右側、前々年度末現在高でございますが、合計33億8,387万7,000円、その隣の前年度末現在高は合計31億3,624万円、当該年度中増減見込額の当該年度中起債見込額は、合計２億7,371万6,000円、当該年度中元金償還金見込額は合計４億248万円、当該年度末現在高見込額は合計30億747万6,000円でございます。

　以上で一般会計補正予算の説明を終わります。
○議長（澤本　　章君）　以上で議案第58号の説明は終わりました。

　次に、議案第59号及び議案第60号についての説明を求めます。観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　議案第59号　平成22年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。

　５ページをお開き願います。
　歳入でございますが、平成21年度決算の確定に伴い、繰越金を63万6,000円増額するものでございます。
次のページをお願いいたします。歳出でございますが、一般管理費につきましては体験の森内の管理道と危険箇所の補修を行なうため、賃金を63万円増額するものでございます。

事業費につきましては6,000円を増額するもので、調整でございます。

　以上で議案第59号の説明を終わらせていただきます。
　続きまして、議案第60号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。

　５ページをお開き願います。
　歳入でございますが、平成21年度決算の確定により、繰越金を222万8,000円増額するものでございます。　
　次のページをお願いいたします。
　歳出の利用管理費の222万8,000円を増額でございますが、施設管理や体験用の消耗品として165万6,000円を、イベント用の食糧費として２万2,000円を、施設修繕費として55万円をそれぞれ増額するものでございます。
　以上で議案第60号の説明を終わらせていただきます。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第59号及び議案第60号の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時50分　休憩

午前11時５分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　次に、議案第61号から議案第64号までについての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　初めに、議案第61号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

　５ページをお願いいたします。歳入でございます。
　繰越金のその他繰越金は2,959万1,000円を増額するもので、これは平成21年度の額の確定によるものでございます。
　次の諸収入、療養費等指定公費分等は８万円を増額するもので、療養費等の指定公費分等として過年度分の国及び都分が額の確定により増加したためでございます。

　６ページをお願いいたします。歳出でございます。
　保険給付費の退職被保険者等療養給付費は1,209万1,000円を増額するもので、実績により見込んだものでございます。

次の一般被保険者高額療養費1,500万円の増額及び次の退職被保険者等高額療養費250万円の増額は、いずれも実績により増額を見込んだものでございます。
次の保健事業費の特定健康診査等事業費８万円の増額は、システム関係の消耗品を見込んだものでございます。

　次に、議案第62号　平成22年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお願いいたします。歳入でございます。
　支払基金交付金の医療費交付金２万2,000円の増額及び次の審査支払手数料1,000円の増額は、いずれも平成21年度中に確定した平成20年３月療養分までの医療費精算に伴い、過年度分の交付金の額の確定によるものでございます。

　次の国庫支出金の医療費負担金７万3,000円の増額、次の都支出金、民生費負担金１万7,000円の増額は、いずれも平成20年度の医療費精算による過年度分の国庫負担額が確定したためでございます。
　繰入金の一般会計繰入金1,000円の減額も、過年度分の町負担額が確定したことによるものでございます。

　繰越金は93万8,000円を増額するもので、平成21年度の額の確定によるものでございます。

　６ページをお願いします。歳出でございます。

　医療諸費の医療給付費及び審査支払手数料は、老人保健診療報酬支払基金交付金、国庫及び都負担金の平成20年度分の精算により財源を組み替えたものでございます。

　次の諸支出金の一般会計繰出金は105万円を増額するもので、平成21年度の精算による繰越金の増93万7,000円と、医療給付費でご説明いたしました支払基金及び国都からの支出金11万3,000円を一般会計へ返還するものでございます。
次に、議案第63号　平成22年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

　５ページをお願いいたします。歳入でございます。
　後期高齢者医療保険料は60万7,000円を増額するもので、滞納繰越分の普通徴収保険料を見込んだものでございます。

　繰越金は370万6,000円を増額するもので、平成21年度の額の確定によるものでございます。

　６ページをお願いします。歳出でございます。

　保健事業費の健康診査費で９万6,000円を増額するもので、内容は、需用費で消耗品費９万3,000円、印刷製本費を3,000円、それぞれ増額を見込むものでございます。

　諸支出金の保険料還付金は74万円を増額するもので、過年度分の保険料還付金を見込んだものでございます。

　次の一般会計繰出金は310万8,000円を増額するもので、滞納繰越分普通徴収保険料60万7,000円を含む一般会計繰出金を見込んだものでございます。

　予備費は財源調整として36万9,000円を増額したものでございます。

　次に、議案第64号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明をいたします。

　５ページをお願いいたします。歳入でございます。

　保険料の第１号被保険者保険料を161万9,000円増額するもので、滞納繰越分の普通徴収保険料を見込んだものでございます。

　国庫支出金の介護給付費負担金から、次の国庫補助金の調整交付金及び地域支援事業交付金（介護予防）までは、21年度確定により過年度分をそれぞれ1,000円減額し、次の地域支援事業費（包括的支援・任意）も過年度分の確定により11万1,000円を増額するものでございます。

　次の支払基金交付金の介護給付費交付金及び地域支援事業支援交付金は、それぞれ1,000円を減額するもので、平成21年度確定によるものでございます。

　次の都支出金、介護給付費負担金及び６ページの地域支援事業交付金（介護予防）は、21年度確定により過年度分をそれぞれ1,000円減額し、次の地域支援事業費（包括的支援・任意）は、平成21年度確定により過年度分の都交付金５万5,000円を増額するものでございます。

　次の高齢社会対策区市町村包括補助事業補助金は、153万2,000円を新たに見込むもので、特定高齢者把握にかかる生活機能評価システム保守点検等委託料50万円、及び送迎対応型デイサービス事業103万2,000円の各事業費を、補助率10分の10で見込んだものでございます。

　繰入金の一般会計繰入金のうち介護給付費繰入金及び地域支援事業繰入金（介護予防）は、平成21年度の確定により過年度分繰入金をそれぞれ1,000円減額し、次の地域支援事業繰入金（包括的支援・任意）も過年度分繰入金５万5,000円を追加するものでございます。

　その他一般会計繰入金131万8,000円の増額は、職員給与費等繰入金で人件費所要額128万1,000円、事務費繰入金３万７,000円の追加はプリンター保守点検委託料でございます。

　次のその他包括的支援・任意事業繰入金は121万6,000円を減額するもので、高齢社会対策区市町村包括補助事業の導入により繰入金を減額するものでございます。

　次の基金繰入金の介護給付費準備基金繰入金550万8,000円の増額は、介護給付費等の増額に伴い、基金より繰入を行なうものでございます。

　７ページをお願いいたします。

　繰越金は460万5,000円を増額するもので、平成21年度の額の確定により平成22年度へ繰り越すものでございます。

　８ページをお願いいたします。

　総務費の一般管理費は131万8,000円を増額するもので、給与から共済費までは人件費の所要額でございますが、主な増は職員の超過勤務手当等を見込むものでございます。

　次の委託料３万7,000円の追加は、プリンター保守点検委託料を見込んだものでございます。

　次に、保険給付費の高額介護サービス等費は250万円を増額するもので、高額介護サービス費の増を見込むもので、財源は介護給付費準備基金を充当するものでございます。

９ページをお願いいたします。

　高額医療合算介護サービス等費は250万円を増額するもので、高額医療合算介護サービス費の増額見込みを行うものでございます。

　次の地域支援事業費の介護予防特定高齢者施策事業費50万円の増額は、生活機能評価システム保守点検等委託料を見込んだものでございます。

　次の介護予防一般高齢者施策事業費26万4,000円の減額は、高齢社会対策区市町村包括補助事業を導入し、送迎対応型デイサービス事業の一部を直営とすることに伴うもので、減額では委託料144万円、増額では歯科衛生士等賃金を43万2,000円、需用費では消耗品費10万円、使用料及び賃借料では施設使用料14万4,000円をそれぞれ増額するもので、次の10ページ、備品購入費では介護予防事業備品50万円を見込んだものでございます。

　10ページをお願いいたします。

　次の地域支援事業費の包括的支援・任意事業費８万円の増額は、介護予防ケアマネジメント事業費、総合相談事業費、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費で、それぞれ地域包括支援センター専門職員の研修旅費を見込んだものでございます。

　次の基金積立金の介護給付費準備基金２万円の増額は、平成21年度の同基金の利息を見込んだものでございます。

　11ページをお願いいたします。

　諸支出金の第１号被保険者保険料88万円の増額は、過年度分の保険料還付金が確定したことによるものでございます。

　次の償還金242万3,000円の増額は、国都及び支払基金への法定負担金過年度返還金が確定したことによるものでございます。

　次の繰出金、他会計繰出金の362万1,000円の増額は、過年度の額の確定により一般会計へ返還するものでございます。

　12ページにつきましては一般職の給与費明細書となっております。職員手当等を調整させていただいたものでございます。

　以上をもちまして議案第61号、議案第62号、議案第63号及び議案第64号についての説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第61号から議案第64号までの説明は終わりました。

　次に、議案第65号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第65号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

　５ページをお開きください。歳入になります。

　一般会計から繰入金800万円の増額につきましては、事業費の額の確定によるものでございます。

　次の６ページをお願いいたします。

　維持管理費の2,000円の増につきましては、ポンプ制御盤共架料の計上でございます。

　下水道事業奥多摩処理区17の公有財産購入費200万円につきましては、棚沢堂ノ澤地内下水道管渠下水橋の設置場所の用地買収費で、22の補償・補填及び賠償金32万円につきましては、その下水道管渠の部分にあります立木の補償費でございます。

　下段の公債費、長期債利子586万円の奥多摩分、負担金分、浄化槽分のそれぞれの額の増を見込んだものでございます。

　７ページは予備費の調整でございます。

　以上で議案第65号の説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第65号の説明は終わりました。

　以上で全議案の説明は終わりました。
　これより質疑に入ります。
　議案第58号については歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第59号から議案第65号までについては歳入歳出含めて一括して行います。

　初めに、議案第58号の歳入の質疑を行います。

質疑があればお願いします。１番　師岡　伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　９ページになりますでしょうか、都支出金の中の衛生費都補助金、ここに保健衛生費の補助金ということで計上されておりますけれども、歳出の方でもその使途ですとか、その内容についてご説明を頂戴しましたけれども、子どもの虫歯が非常に最近増えているということで私も大いに気になっているところなんですけれども、実際に家庭、学校、保育所等に今後どういうふうな形で啓発活動をしていくのかという、具体的なものがございましたらご説明をいただけるとありがたいです。よろしくお願いします。

○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　師岡議員のご質問にお答えをしたいと思います。

　まず、フッ素洗口につきましては、これは東京都で現在進めております「8020事業」というのがございます。これは80歳になったときにご自分の歯を20本残そうと。それが健康につながるという趣旨でございます。これに基づいて町でも虫歯予防の第一歩は幼児からということで、幼児・児童・生徒の虫歯予防について、より効果的なフッ素で口内洗浄を行なうという事業を今回、始めたいと思っております。

　内容といたしましては、薬剤をお配りして自宅ではなかなか、やはりやられない方もいらっしゃるので、集団で実施をしたいということで、現在、まず保育園２園につきまして今年から始めて、年度内に児童・生徒につきましても学校と調整を進めて、学校で集団的に応援をしたいというふうに考えております。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　１番　師岡　伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　すみません。今のご答弁の内容でもう一つお願いという形になろうかと思うんですけれども、なかなか家庭ではやりづらいということなんですが、やはり家庭というのは学校や事業所でやるとお任せというような形になる可能性が非常に強いのかな、と思うので、ぜひご家庭への啓発を少し力を入れていただきたいというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。11番師岡　　智委員。

○11番（師岡　　智君）　一つだけお伺いします。11ページになるんですけれども、花粉発生源対策事業ということで大きな補正が出ておりますけれども、今これについて具体的にどういうふうな形で町として取り組みを進めていただいているのか。どういうことなのかわからないんですけれども、吉野街道などを見ますと随分スギ山を伐採して、再植するのかなというようなことで、山のごみまで片付けたりしていろいろとやられているようなこともあるようでございますが、ああいったものもこの一環でやられているのかな、と思いながら車で通って見てはいるんですが、なかなかあそこまでやるのは大変だろうと思いますけれども、今まででは枝落とし等いろんな形で対策をやってくださったようですが、テレビでは今年のように気温が高いと来年度は花粉の飛散がすごいだろう、というようなことも報じられておりますので、これについて今現在どういう形で具体的にどんな取り組みで、どの程度進められているのか、状況だけで結構ですけれども、教えていただきたい。

○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　11番師岡委員のご質問にお答えいたします。

　花粉症発生源対策事業、今、委員がご質問の中でおっしゃったように枝打ちでございます。この枝打ちにつきましては、前々からご説明いたしたおりますけれども、間伐事業が終わった地域を対象にするということで、対象地区の面積の２割から３割、特に民家との境界部とか登山道、もしくは尾根部分を重点的に枝打ちを行なって花粉の発生を押さえるという事業になっております。

　町では現在、東京都と契約をしてこの受託収入をいただいているわけですけれども、基本的な面積としては年間90ｈａの枝打ちを行なうということで契約を行なっておりますが、実際には90ｈａか、もしくは受託金額のどちらかが予定に近づいたら、その年度の事業は終わるという形になっておりますので、21年度を見ていただければおわかりのように70ｈａちょっとですが、これについては金額が21年度は予定金額にいってしまったということで、ｈａ数は90ｈａの契約ですけれども、70ｈａほどで終わってしまうというのが現状でございます。

　吉野街道沿いの伐採地につきましては、これは私もちょっと確認はしていないんですが、おそらく色彩豊かな事業、あと森づくり事業、東京都の農林水産財団が仲介していますけれども、森づくり事業の部分で行なっているのではないかな、と予測はしております。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　14番島崎　利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　今の質疑に関連するというか、今の質疑の答弁で実績は今どのような進行状況なのか、ということです。両方では約３億円以上のお金が東京都から来ているという状況で、非常に苦労しているというお話も聞いたり、地形的に高い場所になっているところが多いというようなお話もあります。

　それから２番目にはシカ対策の問題です。これもやはり奥多摩にシカ肉をというような、最初、日原で非常に大きな花火を上げていろいろな方を呼んで盛大にやった経過がありますが、その後、成果というんですか実績、これがどのような活動というか、動かれているのか。非常にまだまだ民家にも出てきたり様々な被害が、これはシカだけではなくてサルも含めて農地がやられているという実態があります。特にサルについては防護がなかなか難しいというような声もあるし、電気柵をしてもそれをうまく飛び越えるとか様々な形で、それから電気柵がほとんどだめになっていると、電気切れというんですかね、これは持っている方がたの責任ではあるんですが、そういう要素もあるようであります。そういうことからぜひ。

　それから獲ったシカの肉販売というんですか、この辺はどういうふうになっているのか。たくさん獲れてももちろん一定のものしか使えませんが、その辺がどのように活用されているのか。非常に人気があるというようなお話もありますが、山梨県は獲ったシカはそのまま同じ山梨の解体施設みたいなところに持って行って解体して活用しているという情報もありました。

　これも観光協会がやっていると思うんですが、シカ肉カレーというのを販売していると思います。どのくらい売れているのか、私自身食べていませんのでいい悪いは言えませんが、これはある住民の方から、「小指の爪の先くらいのシカ肉が３切れ入っていると、それで幾らかと。これではシカ肉カレーとは言えないんではないか」というような批判の声も上がっています。もちろんあまり出回ってはいないようですが。この辺の把握をされているのかどうか。やはりせっかくそういう一つの大きな事業をされているわけですから、もっと積極的にいろいろな販路を含めて、それから獲る側の方の猟友会の方の問題もあるでしょうし、研究を積み重ねる必要があるのではないかな、というふうに思いますのでぜひご回答をいただきたい。

　以上です。

○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　島崎委員のご質問にお答えいたします。

　まず、花粉症発生源対策等の実績ということでございますが、昨年度は75.77ｈａということで、これにつきましては先ほど師岡委員へのご答弁で申し上げましたように契約は90ｈａでございますが、委託事業費が契約額にいってしまったということで、実施率は99％ということで、ほとんど100％近い数字を上げているということでございます。こういう状況につきましては20年度も変わりませんし、ほとんど横ばい状況というか、ここに来て横ばい状況ということで、19年度あたりから80ｈａくらい行ったんですが、これについて実施場所の補正というんですか、基準単価に補助率というのがありまして、どうしても１ｈａあたりの単価が高くなってしまうので、実施面積が減ってしまうというようなことはございます。

　いずれにしましても花粉症発生源対策につきましては、先ほど申しましたように間伐事業を行った場所が対象ということですので、比較的契約につきましては順調にいくんですが、間伐事業につきましては前々から申しておりますように、どうしても所有者の所有面積が減っていくということと、公有地はだめですよ、というようないろんな制限があるということで、それと経済林としての山との兼ね合いということもありまして、なかなか契約件数はあるんですが、実施面積は増えていないという状況にはなっております。

　それと、シカ対策等の関係でございますが、シカ肉等の成果ということですが、おそらく観光協会のおかみさんの会が当初やったことかなと思うんですが、実はシカ肉対策で当時行なった時には人家近くで結構獲れまして、その利用という形でおかみさんの会でシカ肉の料理等をいろいろ研究していただきまして行なったわけですけれども、現在はシカ肉を定期的に購入しているお店については１件しかないということでございます。あとはどうしても単価等の関係で尻すぼみになってしまって、現在、シカ肉を食べにフリーで行って、ポンッと提供していただいているのは１件、小河内の丹下堂さんだけになってしまったということでございます。

　それと、シカ、サル等の被害につきましては、シカの被害については一時よりも減っていますが、いまだに山の中では若干の被害はあるということは聞いておりますが、ただ一時より相当減りまして東京都全体で現在1,800頭くらい、これはシカ保護管理計画の中でいわれているんですが、1,800頭くらいの頭数になっていると。ただ、この1,800頭は最盛期は2,400頭だったんですが、600頭くらい減っているといわれていますと同時に、当初は奥多摩町に集中していたシカが現在は青梅市や八王子の方まで広がっているということですので、奥多摩町の中は奥多摩町全体から考えると結構拡散しているのかな、ということはいえます。

　それから、シカもなかなか頭がよくなっていまして、猟友会でシカの捕獲を行なっても犬が追いかけてもなかなか出てこないで、そこにじっとしているというようなことも聞いております。

　いずれにしましても民家近くにつきましては、今年の４月からくくり罠等によって捕獲等も行なっていますので、いずれにしてもシカを捕獲するようなことは猟友会も頑張っているということでございますし、サルにつきましては、サルの捕獲については追い払いということで、人家近くに出たサルに山の方に追い返すというようなことで対策は行なっております。

　それと、電気柵等につきましては、委員がおっしゃいましたように、管理の問題が強く出ているのかな、と考えております。特にバッテリーが古くなってしまったということで、奥多摩の場合ですと雷が入るとバッテリーをだめにしてしまうというようなこともありますので、これについては各管理組合がございますので、そちらの方で指導は行なっております。

　シカ肉の販売につきましては、昨年は１年間でシカを有害鳥獣捕獲ということで264頭捕獲はしておりますが、そのうちシカ肉として販売したのは37頭分で104.7キロと、非常に捕獲頭数の割には利用頭数が少ないというようなことはわかっておりますが、いかんせん最近、奥山ですか、人家近くでシカが捕獲できないということがあって、捕獲した肉をなかなか利用できないということは状況としてございます。９月のこの時期では捕獲した場合には、やはり２時間くらいで痛んでしまうというようなことがございますので、山の奥で獲ったものについてはなかなか利用できないという実情がありますが、これについては猟友会の方と協議しまして、なるべくその場で猟友会に解体していただきまして持って帰るとか、そういう研究を現在、進めているということでご理解をいただきたいと思います。

　それと、シカ肉のカレーの販売の把握ですが、どのくらい販売しているかという部分についてははっきりした数字はつかんでおりませんが、現在、観光協会の方でシカ肉カレーについてはつくっていないということでございます。というのはシカ肉に入るシカ自体の供給がちょっとできないという状況でございますので、現在、観光協会につきましては、あわび茸カレーとかワサビの素ですか、こういうものを展開しているということはお聞きしております。いずれにしましても、今後も獣害対策等については猟友会等と協議いたしまして進めてまいりたいと思いますが、被害を受けた場合すぐに連絡をいただかないとなかなか適正な捕獲体制がとれないということでございますので、ご理解をいただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　12番前田　悦男委員。

○12番（前田　悦男君）　８ページの子ども手当の過大な見込みということで半分くらいの減額があったんですが、私が想像するには子ども手当が２万６,000円予定していたのが１万3,000円のなった形かなとは思ったんですが、実際にこの見積の積算の違いというのはどういうことだったのか、ということと。

　また、政府の方針もまだ固まっていないようなので、金額について今後かなり事務方はご苦労なさると思うんですが、我々は新聞紙上やマスコミからしか伝わってこないんですけれども、行政側として今後の見通しといいますか、そういうものがありましたらお聞きしたいと思います。

　以上です。

○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　12番前田委員のご質問にお答えをいたします。

　まず、子ども手当の関係の積算でございますけれども、この積算は１年限りの時限立法というのがございまして、平成22年度における子ども手当の支給に関する法律という名称でございますけれども、これに基づいて支給をされております。

まず、この仕組みでございますけれども、児童手当の規定を準拠しているということで国・都・地方・事業者が一定の費用を負担した上で、それ以外の費用を全額国庫が負担するという内容でございます。このため子ども手当の当初予算積算に際しまして、小学校終了前の児童に支給をされておりました児童手当費を基本として積算をしたわけでございますけれども、この児童手当は年に３回支給されます。その際、１期４か月分を１か月分として積算したことに基づいて、このような額になってしまったものでございます。

具体的に申し上げますと、０歳から中学校終了前までの幼児・児童・生徒、これを480人で積算をするものを1,200人ほどで積算をしてしまいました。誠に申しわけございませんでした。

それと、今後の方向でございますけれども、私どもも正式には通達等をいただいてございませんけれども、得ている情報では来年度、１万3,000円プラス5,000円程度、１万8,000円程度というふうに伺っております。これは扶養手当等の控除がなくなるという関係で、それと見合う額を増額しなければいけないということで、１万8,000円程度というふうに聞いております。それ以外に保育園の場合、待機児童が非常に多いという状況があるもので、そちらの現物支給を行なうということで、年間５万人程度の定員増を見込むということで、施設の増強等に使われるというお話も伺っております。

以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。７番小澤　春義委員。

○７番（小澤　春義君）　10ページでございますが、町有地売払収入、栃久保の町有地だと思いますが、これは何区画かがもう売れていると思いますが、まだ残りがあるのかどうか、あるいは完売されたのか、お聞きするところでございます。

　もう１点、この補正とは関係ありませんが、南氷川に川辺木材の住宅跡地が売りに出されているようでございますが、私は一等地でございますので、できれば町で住宅用地等も考えながら取得ができれば取得しておいた方がいいのではないかな、こんなふうに思いますが、町では検討したことがあるのかどうか、お聞きしたいと思います。

○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　小澤委員のただいまのご質問で町有地の売払いで収入を見込んでいるということでございますけれども、これにつきましては栃久保は全部で８区画の分譲となっておりまして、これが最後の契約ができたということでの収入になっておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

○議長（澤本　　章君）　副町長。

○副町長（村木　義雄君）　小澤委員の南氷川地内の宅地の売買についての情報ということでございますが、この場所につきましてはある不動産を営んでいる業者から町の方に照会があったことは事実でございます。しかしながら、町では種々検討したんですが、現在、建物が実際に建っているということ、あるいは非常に金額的には高い金額ということで断念した経過はございます。

　なお、現在、町は定住化対策ということで進めておりますので、町が希望する価格の住宅地であれば今後、取得をしていきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いします。

○議長（澤本　　章君）　ほかにありますか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。

　以上で議案第58号の歳入の質疑を終結します。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。
午前11時48分　休憩

午後１時00分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
議案第58号の歳出の質疑を行います。

質疑があればお願いします。１番師岡　伸公委員。

○１番（師岡　伸公君）　３点、確認と質問をいたします。

　まず13ページ中段の電子計算開発費というところで、ちょっと聞き漏らしてしまったかと思いますが、委託料の5,700万円ほどですが、西多摩で共同運用するというご説明だったかと思いますが、これは５年間というふうに聞きましたか、それとも単年度でやったか、そこをもう一度確認をさせていただきたいと思います。

　それから二つ目でございますが、これは19ページから20ページあたりになるのか、項目としてはわかりませんが、いわゆる母子家庭に対してはいろいろな形のケアは今までにもございましたけれども、ここで各市町村も父子家庭に対してもいろんな形での対応をしていると思います。奥多摩の場合、現在どのような状況か、ちょっとお聞かせ願いたいというのが２点目でございます。

　それから三つ目、40ページ、教育費の一番下段、68回国体に対しての設計委託料というのがございます。ご説明の中で４町村で協議をしながら今後の負担を何とかする云々ということで、そこのところついては理解をしましたんですが、今後、実施ベースになったときに、国ですとか東京都が予算配分に対してどのような形でこれからかかわってくるのだろうか、というところがちょっとお聞きしたいところでございます。

　以上です。

○議長（澤本　　章君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　私からは師岡委員の、13ページ電子計算開発費の委託料についてお答えをさせていただきます。

　今回、補正で載せさせていただきました5,767万6,000円でございますが、この中には先ほど申しました西多摩郡町村電算共同運営協議会の中で話し合われた５年間の構築費、それから５年９か月の運用費、これは実際には奥多摩を除きます檜原、日の出、瑞穂町につきましては、23年10月がその運用開始時期になります。奥多摩の場合だけはここで今年度、22年度末でリースが切れるものですから先行して行なうということで、若干その分が費用がかかりますが、こちらにつきましては５年間の構築費と運用費を載せてございます。これを行なうことによりまして28年度までの経費につきましては、奥多摩町ベースで約42％のコストダウンが図れるというふうに考えております。

　以上です。

○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　それでは私の方からは、ひとり親家庭等を含めた少子化対策の状況をお話したいと思います。

　まず、19ページのひとり親家庭の医療費の助成事業でございますけれども、これにつきましては21年度で20世帯、38名のお子様にご支援申し上げたということで、金額的には104万円ほどとなっております。

　また、そこから一つ飛びまして下でございます。子ども医療費町単独助成事業というのがございますけれども、これにつきましても東京都の制度で所得制限等で漏れた方でございますけれども、この方たちにも26名の方にご支援を申し上げたという状況でございます。

　また、一般的な少子化対策ということで現在12事業を進めてございますけれども、その中で総合的な少子化対策を進めるという方向でおります。よろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは私の方からは国体に対します国都の補助金の関係について、でございますけれども、この４町村で会議しているときにも東京都に加わっていただきまして、補助金についてのお話も具体的には今、どの部分でどれだけ出るというお話には至っておりませんけれども、これから費用がかかる中で都としても多くの負担をしていくというお話になっております。

　また、今後、町の状況等もお話しながら、できるだけ都の補助を活用できるようにということで働きかけを行なってまいりたいとも考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　ほかに。９番清水　典子委員。

○９番（清水　典子君）　それでは２点、お聞きします。

　23ページの衛生費、母子保健事業の妊婦健康診査事業費の中の、里帰り出産等妊婦健康診査費用助成事業負担金とありますが、この里帰り出産等というのは新しくこういうことができたのか、その辺を先ほど聞き取れなかったので教えていただきたい。

　それと、補正には関係ないんですけれども、連合審査の中でちょっと聞きたかったのは、最近100歳以上のお年寄りがいなくなったり、そのままになっているという話で、奥多摩町にはきっとそんなものはないだろうというふうに思っていたら、新聞に49名とかと載っていたので、えーっと思ったんですけれども、実際には戸籍係は家族が申告しない限りは戸籍を抹消することができない。戸籍抹消といったって紙の上で抹消は簡単だけれど人間一人いなくなるわけだからね。そういうことがこんな小さな町でも本当にあるんだと、ちょっと驚いたので、一般質問にもし出ているようでしたらお答えは結構ですけれども、今後、実際それが見つけられなかったものなのか、これからはそういうことのないようにやっていかれるのか、その辺をちょっとお聞きしたかったんです。

　以上２点について質問します。

○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　９番清水委員のご質問にお答えいたします。

　この里帰り出産でございますけれども、これは奥多摩町にお嫁に来られた女性の方が東京都区外の場合に実家へお帰りになって出産されるというときに、東京都区内でございましたらこの14回の妊婦健診の負担ができるものですけれども、都外ですとできないということで、その分をご支援申し上げるという制度でございます。

　ちなみに昨年から実施をしております。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　９番清水　典子委員。

○９番（清水　典子君）　すいません、今のは勘違いでね、奥多摩町の親の元に来た人にこれを出すのか、という考え方をしていたので、「そんなことないんじゃない、聞いてみます」と言ったんで、それならいいんです。奥多摩町の人がよそへ行ってお金もついていくというなら、それは構わないけれども、「よそから来て、ここで出すのはおかしいんじゃない」と言って逆に考えたけれども、どうも失礼しました。

○議長（澤本　　章君）　住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　清水委員からの戸籍上の生存者についてお答え申し上げます。

　奥多摩町では49名ということで新聞等で報道されております。戸籍上の生存者と住民基本台帳上の生存者ということで、その違いは戸籍上は住民台帳と実際には今、連動はしているんですが、行旅死亡人だとか、ほかのところで亡くなられた場合、こちらに連絡がない限り抹消できないということもございます。

あと、戦後の戸主制度の改正に伴いまして、今は１戸籍夫婦と子ども２世代ということなんですが、そのときの以降のときそのまま残ってしまったと。戦後の混乱期に行方不明者がそのまま残っていると。あと、移動後に他の市町村から連絡がなかったというようなことで、奥多摩でも残っていたということでございます。

最高齢の方が140歳、明治２年生まれということなんですが、今後もこの問題については法務局と協議しまして、西多摩のほかの町村とも連絡をとりながら120歳以上の方については速やかに抹消の作業をしていきたいと思っております。

あと100歳以上の住民基本台帳に載られている方は今、９月１日現在で７名の方がおられます。最高齢の方が104歳ということでございます。奥多摩の場合は100歳以上の方の住民台帳上の方はすべて施設に入所されている方でございます。

以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　11番師岡　　智委員。

○11番（師岡　　智君）　３点ばかりお伺いします。

　まずは32ページにございます委託料の中で、今回、秩父多摩甲斐国立公園が指定60周年、それから山のふるさと村開園20周年と非常におめでたいことでございますし、こういったことを契機にぜひ町の観光事業に結びついたり、いろいろ町のＰＲになれば本当にいいことだな、と思っているわけでございますが、山のふるさと村開園ということになりますと、今、計画上では具体的なことは、細かいことはいいんですが、会場的には山ふるということになるのかな、という気もするんですが、せっかく町としての催しであればもうちょっと登計原とか大勢の皆さんが集ってもらえるようなところで、そういうことができないのかなと。音楽祭なんていいますと非常に皆さん、関心もあるんじゃないかと思いますが、なかなか山ふるまで行くとなりますと交通機関であるとか、それなりのシャトルバスでも出すとかいろいろ考えればできないことではないんですが、やはり行きたくても行けない、参加者が限定されてしまうのかなという気もしますので、その辺のところをまだこれから詳しい計画等が策定されるのであれば、何かその辺をぜひ、町の大きなイベントに盛り上げていただけるような案を考えてほしいということでございますので、内容的に今どこをどうするということではないんですけれども、そういった面で今、考えられている会場設定であるとか、そういったことについてはどういった形で今、進めようとされているのか、その辺を聞かせていただきたいと思います。

私はできれば、町の大きなイベントになるような会場でぜひやっていただきたい、町の振興にもなるのかなと思いますので、ぜひその辺を今後、ご検討いただきたいということで状況をお聞きしたいと思います。

　それと36ページになります、一番下に委託料で小学校の教室等の木質化調査設計委託料とあります。昨年、教室の学習机を多摩材で板を付けたりしてきれいにされたようでございまして、非常にいいことだなと思っておりますけれども、この教室等の木質化設計というのは、教室の中をもうちょっと木質を使って、木で優しい感じにすることなのかどうか、これは100万円の設計委託料ですのでそう大した金額ではないんですけれども、内容的にどういうことを考えられているのかな、ということをお聞きしたい。

　それから、さらに37ページの一番下段です。氷川中学校で菜園の整備工事というのがございます。400万円。かなり大きな工事でございますが、これはどこか畑でもお借りして、子どもたちに農業体験みたいな形にし、それでできたものを自分たちで食べるというような体験をさせるためなのかどうか、この辺の内容をもう少し聞かせていただいて、地元の子どもたちがそういった自分たちで手を汚して何かつくり上げたものを、自分たちで育てる喜びと、また、それを食しておいしさを感じてもらえる喜びというものを味わうということで、私はいいことかなと思うんですが、その辺のところはどういう形でこれを進めようとされているのか、内容等を含めてお聞きしたいと思います。

　以上です。

○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは11番師岡委員のご質問の音楽祭の関係についてお答えさせていただきます。

　この音楽祭につきましては、ここに書いてありますように秩父多摩甲斐国立公園指定60周年と山ふるの開園20周年がたまたま今年ぶつかったということで、それを記念して行ないたいということでございます。

　なお、現時点で決まっています内容等でございますけれども、会場につきましては、やはり山ふるの開園20周年という部分もございますので山のふるさと村と。実は山のふるさと村のビジターセンター、レストランの前に歌舞伎舞台みたいなものがあるんですけれども、そこを若干仮設増設しまして、その舞台の前に芝生等が植わっていますので、そこを中心に行なっていきたいと考えております。実際には登計原の運動公園の方が多くの町民の方にご覧いただけるのかな、という気はするんですが、一つには山のふるさと村のＰＲと周知と、山ふるを利用していただきたいということもございますので、山のふるさと村を会場に行ないたいと。

期日については11月７日の日曜日に行いたいと考えております。実は山のふるさと村の開園が平成２年10月31日ですので、本当はその10月31日に行えばいいんでしょうけれども、毎年登計原で行なっていますふれあい祭りを、今年10月30日、31日を予定しておりますので、ちょっと担当課が二つに分けることができませんので翌週の11月７日。それと11月７日が過去の天気を調べてみますと天気の特異日的なもので、外でやることですのでそこいらも調べたんですけれども、当日どうなるかわかりませんけれども、過去の例でいきますと晴れの特異日で雨が降らない確立が高いということですので７日に行いたいと。

　それと、委員ご指摘のとおりアクセスの問題がございますので、これについては奥多摩駅前から西東京バスさんにお願いして、会場までピストン輸送を行ないたいと。それと山のふるさと村のマイクロバスもございますので、大津久の停留所から山のふるさと村まで乗っていくと、いろいろ考えていきたいと思っております。

　いずれにしましても、今後、具体的に最終的な詰めを行なってまいりますので、ぜひ委員皆様のお知り合いの方に声をかけていただきまして、当日、一人でも多くの方に参加いただけるようによろしくお願いしたいと思います。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは私の方からは木質化と、氷川中学校の菜園整備工事の関係でお答えさせていただきます。

　木質化につきましては、木質化する理由というようなことで、木質化をすることで湿気、調湿機能と温かみと潤いのある環境をつくって、ものの大切さも学ぶことができ環境教室にも役立つことが考えられる、ということから進めていきたいというふうに考えております。

　また、健康面からは木材に含まれる成分でダニを殺したり、カビを防ぎ、また、インフルエンザや喘息の予防作用も図られるということ、また、木材は湿度が高くなると湿気を吸湿して湿度が低くなると放出をして、まわりの湿度を一定になるように自動的に調整する効果があるということ、また、木の持つあたたかさによって癒しの効果があることで、心を落ち着かせて気持ちのよい生活をおくる効果もある、というふうなことがいわれております。

　この近辺ですと檜原村が既に平成15年から木質化に取り組んでおりまして、このような効果があるということで、来年度から実際に木質化を図っていきたいということで、先日、檜原村の方に実際やっている部分の視察に行ってまいりましたけれども、当初、私たちは壁に板を貼り付けていけばそれでいいのかな、というような考えもあったんですけれども、檜原村では実際には天井、壁、床、もうすべての既存の内装を剥がして、そこにあらかじめ製材所でプレスカットしてきた材料をはめ込んでいくということで、材料の確保も施工前に予定しておかないと、多摩産材を使用するということになりますと手に入らなくなるというようなこともございます。

　それと、施工については子どもたちが学校に通っている学期中ですと厳しいということで夏休み中に施工したいというようなことを考えておりまして、そういたしますと６月中には業者を選定して施工をしなければならないということで、前年度までに設計までを完了しておかなければ夏休み中に間に合わないだろうということで、ここで設計と調査の委託をするものです。

　檜原村を見てきたんですけれども、徹底しているのが学校に明り取りの窓があるんですけれども、外の部分はそうでもないんですけれども中側、廊下側の部分も木質のサッシにしているとか、ロッカー等もサッシにしているというように徹底してやっている状況に見受けられました。

　これから調査と設計をしていく中で、どういう形が奥多摩町として、町も４校ありますので、どういう形で進めていけばいいのか、ということも含めて調査、設計ということでございます。

　過去いろいろ木質化についてお話をさせていただいたところ、１階の廊下部分が梅雨時にかなり結露で滑りやすくなるということで、そういう部分に廊下部分を木質化することで湿気がとれて、そういう結露がなくなって転んだりするということもなくなっていくんではないか、ということで廊下の腰板部分も木質化をするということと、あと普通教室、特別教室も考えているんですけれども、各学校によってどこから整備していったらいいのか、ということも含めて、４校を見ながらこれから取り組んでまいりたいというふうに考えているところでございます。

　続きまして、氷川中学校の菜園工事でございますけれども、これは当初予算の中でお願いしていたわけですけれども、氷川中学校のプールが老朽化して今は既に使っていないということで、そのプールを解体しようと思っていますけれども、位置的にかなり解体するのに厳しいということ、また、十分その躯体の部分が使用できるということで、そこを学校菜園として利用していこう、ということで計画をしたものでございます。

　ここで増ということで工事費の増をさせていただくんですけれども、実際、工事をするにあたりましてどのようなものがとれるか、そこら辺を農業改良普及所の方に現場を見ていただいたりして、どういう形で施工するのがいいのかということでお伺いしたんですけれども、当初、町の方では道路工事ですとか、そういう部分で出る発生土のいい残土を使用しようということで設計していたんですけれども、やはり黒土が必要だと。下に割栗石を20センチ程度、その上に発生土を50センチ、その上に黒土を30センチから40センチ敷くのが、一番作物等の状況にもいいだろうということを伺いまして、これから学校の授業の中で取り組んでいきたいというふうなことも考えておりますので、実際にきちんと作物ができるような形でと考えております。

　自分たちで種を蒔いてつくるということで環境教育ですとか、土をいじって実際にものができるまでを体験させることの学習と、できた状況でなんですけれども、給食で使用できないかとか、また、地域の方に還元するような形がとれないかということで、今、校長とも今後の利用方法については話をしておりますけれども、作物のでき状況によって利用方法も考えていきたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　ほかに。13番小林　　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　森林セラピーの関係で何点か、お伺いやら住民の感想やらをお話をさせていただきたいと思います。実は氷川の何人かの女性グループ、それから小丹波の女性グループから連絡をいただきまして、何の話かなと思ったら、「私たちがあそこに行ってみたら、何はともあれ淳安県のところくらいまで行ったんですがね、嫌になって帰ってきた」という話がありましたし、また、「上り始めたらすぐ、『何だこれは』と言って帰ってきちゃった」という女性グループからの話なんですけれども、私も実は話だけでなく２日に、下のグラウンドに９時に着きまして、約１時間15分くらいかけてじっくりと見させていただきました。

　まず感想は、上り始めて、大変通路というか散策路はそれなりに歩けるんですよね。草もそんなに高くないからね、当然刈ってあるから。しかし、あの散策路の両脇、上下、もうすべて草ぼうぼうでしょう。それとね、出生記念樹が植えてある場所がありますよね。看板だけは立っているんですよ。また、そこのところにミツバツツジを植えてある。それらが草に負けて下木になっちゃっていると。そういう状況でね、あの女性たちはこういうことを言っているんだなと思いながら、淳安県の10周年記念塔まで行ってみました。あの塔のまわりも草が大変生えていて、何か例えばあそこによその人が来たときに、どう感じるんだろうな、この町は何をしているんだろうなと思うんではないかな、と思いながら観察をさせていただきました。

　それから、ずっと登って行きましてモノレールの周辺等、あるいは休憩所のまわり、すべて鍵がかかっていて、一般的に普段行ったらすべて使えない状況ですよね。あればツアーというか、森林セラピーをこれから本格的にする中で、そのイベントを組んだときに使うためにあるんでしょうけれども、やはりあれだけのものがあったら一般の人が行っても利用できるような状況でないと、森林セラピーの基地、あるいはロード、こういう中で行ったらちょっと物足りないのかな、中途半端なことなのかな、こんなような思いをしながら歩いてまいりました。

　細かい話をちょっとしますけれども、途中に休憩的な椅子が何か所かあるんです。その椅子が森林セラピーというのが名ばかりのような椅子になってしまっているんですよ。それはね、鉄筋の10センチくらいの太さの鉄筋棒で足が４本ついている椅子が結構ありました。だとしたら、あれがなぜ間伐材等を使ったものでできてないのかな、こんな思いをしながら見てきました。

　もう１点、これは大変重要な話なんですけれども、ほかの行った人も同じような受け取り方でこちらに帰ってくるのは、登計の、登って行って最終的に登計道に着きますよね、愛宕山へ行く。あれは林道ですか、そこへぶつかりますよね。その手前、300～400ｍか、距離的にどのくらいあるのか私にはわかりませんけれども、道の上部の檜山は大変間伐もされているし枝打ちもされているしきれいなんですね。ところが道下、観光産業課長、あなたはもう近々行っているんでしょうからわかっているんだと思いますが、あるいは企画財政課長なども当然行っているからわかっているかと思いますけれども、道下、例えば山の中の林道の建設場所に行って、そこに立木が立っていたのをみんな切りっぱなしで伏せてある部分がよくありますよね。それと全く同じ状態が、あそこの森林セラピーロードといいますか、基地という中で乱雑に切りっ放し、これは私も行ってみてびっくりしました。行った人、私にそういう話をした女性たちは「感性がないのかな」というような話も極端な話、していましたよ。

　それから、もう一つその近辺の、あれは民家といいますか民有地なんでしょう。間伐もしていないし、荒れ放題というか、手の入っていないままの杉山。よく皆さんがおっしゃっているように、森林セラピーだから自然が一番いい、ということかもしれませんけれども、自然木があるんならそれはいい。しかし植林木の杉山ですから、せめて森林セラピーの散策路だとしたら、民家の民有地ですから了解を得てきちっと間伐をしてきれいにしてあるべきだと、こういう話、あるいは私の受け取り方です。この辺についてお答えがあるかと思います。

　それから今、草が大変生い茂っているという話をしましたけれども、３月の予算委員会のときに小澤議員がこの件について提案なり尋ねたときの答弁では、大学の先生の指導で自然がいいということで草刈りはしません、というかできませんというような答が担当課長からありましたよね。私はそのときには、そんなことはないだろうと思いましたけれども、今、申し上げたように、出生記念の植樹地も私は森林セラピーに大いに関係があると思うんです。

それと、あそこを尋ねた人に、ここに書いてあるように、巨樹に癒される森、あるいは森林セラピーで健康増進、心の健康、いろんなモノを求めている。そしてプラス観光に、ということなんですから、それらを含めるとやはり中途半端なやり方ではなくて、せめてあそこは基地といってあれだけ大きなグランドオープン式をしたんですから、もっともっと徹底的にやるべきだなと、こういう思いでございます。

それからもう一つ、実は新しくできた事務所にちょっと寄らせていただきました。いろいろと何点か、忙しそうでしたから私もそんなに時間をとったわけではないんですけれども、今までのツアー、あるいは１泊２日の事業、こういったものに対しての参加者の応募数というんですか、それらを尋ねてみました。「１泊２日の場合は約70％くらいですね。日帰りは80～90％あります」、このような話も一つありました。ぜひ満杯の100％になるような努力も今の話も含めてあればいいなと。

それからもう一つ、「土日・祝日はここはオープンしていませんね」と、こういう話をさせていただきましたら、これは特に氷川近辺の人たちからの声もありますけれども、「森林セラピー事業を町は立ち上げたんだから、土日・祝日が開いていないのはおかしいんじゃないか。まったくお役所仕事だな」という声も実際にありますので、その辺は今５人あそこに職員がいますよね、パートも含めて。だとしたら交替でもいいから土日・祝日に観光に来る方に対してのＰＲも含めて、ぜひともオープンしておくべきだろう、こういう話があります。ですので、事務所で実際に聞いて見ましたら、「ツアー等の事業をやるときには当然いますよ」という話もありましたけれども、その辺がどうなのかなと。

それからもう一つ、ここにこういうパンフレットがございます。これはそこの事務所で100円で買ってきました。たしか我々の方にも配ってもらいましたよね。実は「資料だからいいですよ、持って行って」と言われましたけれども、「そうはいかないよ」と。これを電話がかかってきた人には郵送するから封筒に切手を貼って送ってくださいと。そうすればそれで100円でお分けしますよ、ということを今やっているんだそうです。私はですから「資料とはいわず、私が100円で分けてもらいますよ」ということで100円払ってきましたけれども、どうなんですかね。この辺が私はうーん、この町へ呼び込むのにどうなのか、というふうな気もしております。それからまた、「現在までにこれを求めた人数がどれくらいあったのかな」とお聞きしましたら、「年間で約30件ないし40件まではいってないかな」という返答でありました。

それらも含めて総体的に、私は森林セラピーを否定しているわけでは決してございませんので、そうなんですけれども、現場に行って、今、皆さん、歩いてみてください。あそこのあのうっそうとした草、要するにあの草刈りがきれいにできたときに、あの場所がどのくらいのすばらしさに生きるか生きないか、それから出生記念をした人たちが万が一今行ったときにどういう思いであそこの場所を見るか、それらも含めてお答えをいただきたいと思います。

以上です。

○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　13番小林委員のただいまのご質問にお答えいたします。

　森林セラピーの関係でいろいろなご指摘ありがとうございました。たしかに登計トレイル、香りの道のところですが、下のセラピーステーションから上り勾配、モノレールの上の方、そこまでの通路につきましては草が生えて生い茂っているという状況は間違いございません。これについては７月の下旬に一度、草刈りを行なっているんですが、この草刈りを行なうに当たって刈った範囲というのが道から１ｍくらいのところということで草を刈っております。なぜ１ｍかということなんですけれども、実はあそこに、私はそういう趣味はございませんのでよくわからないんですけれども、なかなか草木、山野草が咲いていて、ガイドを行なうアシスターの方がぜひとも、そこいらはツアー参加者の方に説明を行なうので残しておいてください、というようなご希望があって１ｍくらいの部分の草を刈って、ほかは草を刈っていない、というふうなことは聞いております。

　ただ、今後、やはり小林委員からのご指摘のように、住民の方もそういうふうに感じておられるということもありますので、これについては素人が刈ってしまうと全部刈ってしまうような感じになりますので、そういう花に関しての認識がある方がアシスターさんの中におりますので、そういう方の意見をお聞きしながら、残せる部分と下刈りを行なえる部分と分けて見た目をきれいにしていきたい、という考えは持っております。

　それと出生記念樹の部分もそういうことでございますので、今後、草を刈って、たしかにせっかく植えられた記念植樹でございますので、草に負けないように草刈りを行なっていきたいと思っております。

　それとステーションの鍵でございますが、これについては現在はまだ管理の部分が決まっていないこともありますので、来年以降、管理がはっきりした中で、これは当然、住民の方がいつ行っても使えるような方向で考えていきたいと思っております。今、鍵を開けてしまうと夕方だれが閉めるのかという部分がございますので、その辺についてはもうしばらく時間をいただきたいと思っております。

　それと椅子の関係でございますが、これについては設計者の方のご意見をお聞きしながら、設計者の方がこういう椅子がほしいということでつくっております。恐らく座観用の椅子だと思いますけれども、これについては設計者の意向をお聞きしながらつくったということです。たしかに多摩産材の間伐材等を使っていない部分があるんですが、設計者の考えと、それと日本で初めての森林セラピー専用ロードということでつくっておりますので、設計者の方のそういう思いがございますので、あのような椅子になってしまったということでございます。

　それと木の整理、間伐も含めてでございますけれども、間伐につきましては、これは所有者の方の意向もございます。実は所有者の方から町がお借りしている土地については道の部分と上下が少しありますけれども、そこをお借りしているということで、それ以外については所有者の方の意向、判断というものが必要でございますが、今後、そういうご指摘の部分がございますので、見た目よく、できればしていきたいということで所有者の方と協議を行っていきたいと考えております。

　ツアーの参加状況ですが、現在、行なっていますツアーについては４月から本格的に始まったんですけれども、基本的に月に２回の日帰りと宿泊ツアーという形、そのほかにプライベートツアー等を行なっております。８月末までの実績につきましては、今、委員はセラピー事務所にお寄りになってお聞きになっているかもわかりませんが、日帰りにつきましては24回、243名の方が参加されております。宿泊につきましては12回で176名ということで、実際にツアーを行なっております。月ごとに見ますと、日帰りツアーについては月ごとに４回から６回行なっていますが、宿泊につきましては、５月については宿泊ツアーを予定したんですが、応募がなく実施できなかったというようなこともございますが、それ以外は４月、６月に１回、７月、８月は２か月間で10回のツアーを行なっています。また、今後もこれから11月にかけては東京都の教職員のツアーと東京都の職員のツアー等、それと東京都の観光財団のツアーを組んでいただいておりますので、そのようなツアーに対して受け入れを行なってまいりたいと考えております。

　事務所の関係でございますが、いずれにしろ５人の職員で回しておりますので、土日に勤務表の関係で休暇者もいるというようなこと、それと勤務している職員もツアーの方についていってしまう、というようなことで、実際には職員は出勤はしているんですが、事務所の方が開いていないというような状況で、今、委員が言われたようなご指摘になったかなと考えています。

　それと、パンフレットの関係でございますが、これは100円で配布しているというのは、セラピーの場合、ほかの基地、全国に40数箇所あるんですが、ほかの基地もそういうパンフレット類については有料とお聞きしております。同一歩調という形になると思うんですけれども、一つの基地が単独で走ってしまうと、ほかの基地に迷惑をかけてしまうというようなこともありますので、100円という金額で、原価なんですがお分けしているということでございます。

　それと、このパンフレットについてはもともと配布用ではなく、ツアー等の参加者の方に対してのパンフレットというふうな意味合いでつくっておりますので、ただ、そうはいっても新聞記事等に出ますとほしいという方もおられますので、その場合は郵送料をいただくという形でお願いしている。現在、観光協会、町等でも町の観光パンフレットの送付に対しては、やはり郵送料をいただいておりますので、ご理解いただきたいと思います。

　以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　町長。

○町長（河村　文夫君）　森林セラピーにつきましては再三にわたって従来計画をして、あるいはこれからどのようにそれを進展させていくか、ということを度々私は直接お話してまいりました。

今、個々のいろんな細かい部分のご指摘をいただきましたけれども、それはそれとしてもう１回、森林セラピー自身が町がなんで進めていくのか、あるいはそれをどういう活性化に結び付けていくのか、ということについては個々の住民の皆さんからいろいろとお話があったときには、議員の皆様が私が何回もお話していることを理解していただくようにぜひお願いをしたいというふうに思っております。

特にこの森林セラピー事業は登計原トレイルだけではなくて、町が全体の基地であり、４本のロードが森林セラピーロードであります。１本は鳩の巣から氷川に抜けるロード、もう１本は川乗のロード、それからむかし道、それから水道局の対岸にあります奥多摩湖のふれあいの道、それで登計トレイルの森林セラピーロードというのは、これは全国で初めて千葉大学の園芸学部の先生方によって、将来ほかの既存の森林セラピーロードではなくて、人工的につくるとしたらこういうロードがいろんな効果をもたらしているということで、それぞれの施設についてはその意味がございます。そういう点でできれば森林アシスターを含めたきちっとした案内をもってそのロードを利用していただければありがたいな、というふうに思います。

それからもう１点は、これから先のことでございますけれども、事務所の問題、土日・祝祭日の問題等もご指摘がございました。観光産業課長の方から若干お話を申し上げましたけれども、昨年１年間やってみて、実際には1,120人の方に森林セラピー事業に参加していただいております。そのうちの１泊２日に345人の方が奥多摩町の旅館等をご利用していただいております。そういう中で町自身がこれから実施するにあたっては、もっと拡大するにあたりましては観光の取扱主任者が必要である、それでないと利用の拡大というのはなかなか難しいというのがございまして、今、勤めておる岩崎さんという女性に観光取扱主任の試験を今年、受けていただきまして、見事パスをいたしました。

そういう点で今後、大勢の人たち、今、町として東京都の職員共済組合、それから東京都の教職員組合の皆様方に利用していただくために職員共々営業をかけてまいりまして、昨年１年間、そういう数字でございましたので、これから一般の人も含めてやるためには、新しい組織をつくってもっと拡大をしていきたいというお話も常々させていただいております。そういう点で今後の問題としていろんなご指摘の問題点等を含めて整備をしながら、来年の４月以降、新たな組織づくりに向かって努力をしていきたいというふうに思っております。

このことは非常に重要でございまして、前々から一度にどんと来ていただくということではなくて、一つのツアーの大体20人くらいのツアーに対してアシスターが今、２期生で25人アシスターが誕生いたしました。このアシスターの人というのは外部の人の審査を経て４日間の講習を受けて、町の全体的な部分でありますとか保健や医療の問題でありますとか、それから森林セラピーの意義等を含めてその人たちをご案内するということになっております。したがいまして、そういう人たちを利用しながら少しずつ利用していただく人たちを伸ばしていきたいということを考えております。

もう一方では、町の人たちの健康という問題を含めて、来年度予算に向かって町の人たちに利用していただくとしたら、心と体の健康のために森林セラピーをどのように利用していったらいいかな、ということも考えながら来年度予算の中に反映していきたい、というふうに思っているところでございます。

いずれにいたしましても、森林セラピー事業の基本的な問題等につきましてご理解いただくということであれば、森林セラピーのアシスターを含めてきちっとした形でそのツアーに参加していただいて、町の参加も募っておりますから、そういうものできちっとやって、いろんな問題点があったらまたご意見をいただければありがたいな、というふうに思っております。

○議長（澤本　　章君）　13番小林　　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　今、担当課長も含めて、あるいは町長も以前からこの森林セラピーの基本的な話も答弁されました。それはそれなりに理解をしておりますし、また、森林セラピー事業がもうここまで、きちっと動き出したことですから成功を、ぜひしていかなければいけないし、成功してもらいたい、という意味合いも含めて町のそういう声を受けてちょっと細かい話までしましたけれども、今それが直れば、また次の段階にステップアップするという部分も含めての思いで意見としての、あるいは質問としてのお願いを申し上げたところでございます。

だから、先ほど言ったように決してこういう事業を否定しているわけではなく、みんなで盛り上げていくものは盛り上げていかなければいけないし、それには今、ツアーに参加していろいろな意見を、というような話もありましたけれども、それも一つかもしれませんけれども、やはり現場に足を運んで自分の目で見て自分の胸で心で気持ちで受け止めての話とさせていただきます。ぜひそれらを参考にしながら、私はそうしろ、ということではなくて、やはり参考にしながらこの事業が成功する、そういう願いを込めておりますので、その点は十分承知をしておいていただきたいとお願いをしておきます。

○議長（澤本　　章君）　町長。

○町長（河村　文夫君）　ありがとうございます。その中で私が言いたいことは、感性の問題であるとか、それからこの問題についてどうのこうの、そう言いながら、私はこれを推進してほしいんだと。そういう矛盾した質問、あるいは提言、それについては私は聞けないと言っているわけでありまして、ぜひ前向きの、全体的な、誰が聞いても前向きである、あるいはそれをすることによって大勢の人たちがもっともっと来ていただける。そういうご提言なりご指導をいただければ私はありがたいな、ということで先ほどご答弁させていただきました。聞いていて私自身が感じたことでございますので、これからも私自身が感じたことは率直に皆さんにお話をして、ご指導、ご協力は仰ぎたい、こういう気持ちでございますのでよろしくお願い申し上げます。

○議長（澤本　　章君）　ほかにありますか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第58号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。
　よって、これより採決します。

　日程第３　議案第58号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第58号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午後２時10分から再開といたします。

午後１時58分　休憩

午後２時10分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

議案第59号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。14番島崎　利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　一つは都民の森と山のふるさと村との関係もあるんですが、同じような東京都の委託された施設でありますので、要望ということも含めながらお願いをしたいと思います。

　都民の森を中心にやりますが、約10年前、東京都の予算が厳しいということで大幅な予算の削減がされたときがございました。そして様々な予算が減額されたりして、非常に経営が大変な状況にもなりました。そして特にお客の、今、奥多摩町全体がお客さんが減少しているという状況の中で、尚一層、体験林の方もその影響を受けて、数字的には大きな減少ということではないんですが、非常に大変な状況になっている現状でもあります。数字上では、例えば約10年前の状況ですが、いいときには都民の森にも約１億300万円の都の予算が入っておりました。しかし、現在の状況では6,900万円、約3,000万円の減少がされているという状況であります。

もちろんこれは東京都のそれなりの状況もあるようですが、もう一つの中身は、その当時は山のふるさと村の方は建設局が窓口だったというふうに思います。そして都民の森は労働経済局、ここが担当していたという時代もございました。しかしその後、環境局というところが今度は両方担当されるようになった、そういう状況もありました。そのことによって、やはり非常に目的に対して、いろいろもちろんいい面もあるんでしょうが、なかなかお客を呼び込む施策なり事業なりが、非常に低迷していると言わざるを得ない環境や状況にもなっているのが実態であります。

そういう意味でぜひ東京都の予算を細かくは存じませんが、大変だとは言いながら非常に大きな事業も組み、予算も拡大されて一定の状況にきているわけであります。ですから、もっとこの都民の森の施設の目的、あのときには檜原村も含めて八王子市も含めてそういう施設をつくって山村を守る、育てる、こういうような位置づけがあったと思うんです。それからもう一つは山のふるさと村は小河内ダムの絡みもあり、そして建設局でしたが地元の住民の雇用の場、そして観光に大きな力を入れて、あそこで活動をするという目標が大きくあったというふうに思います。

ところが、そういう状況の中にもかかわらず、この10年間、予算がほとんど伸びない。細かい数字はありますが、こういう状況を一刻も早く元に戻す。都民の森にしても約3,000万円、元に戻してもらうだけでも私はいろんな事業ができ、また、いろんな宣伝もでき、いろんな拡大、拡充ができるというふうに思います。そういう意味からもぜひ東京都に向けて、両施設の職員も頑張ってはいるんですが、やはり予算との絡み、限界があるというのが現実のようであります。そういう意味でぜひ見解も含めて東京都に予算要求、さらに地元とも相談をしながら膨らませていただきたいという強い要求でありますので、ぜひご答弁をいただきたい。

以上。

○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　14番島崎　利雄委員のただいまのご質問にお答えいたします。

　都民の森、山のふるさと村両施設とも現在、東京都の指定管理施設となっております。たしかに委員がご指摘のとおり、10年前は１億円ちょっとあったものが現在は6,000万円ということで3,000万円下がっているんですが、これにつきましては１億円あったときには上の体験の森の施業計画も入って１億円ということでございましたので、実質3,000万円下がったからといって、都民の森、上の体験の森の管理費が施業計画分を除くと減ってはいますけれども、そんなに極端には減っていないというのはご理解いただきたいと思います。

現在、当然この委託については東京都からいただいているわけですけれども、東京都もこの施設を維持するのに幾ら必要だという基本的な計算は行なっております。現在、環境局で扱っています施設につきましては、都民の森、山のふるさと村、檜原都民の森、それと大島の海のふるさと村、神津島の多幸湾キャンプ場という５つの施設の他にビジターセンターとかいろいろ扱っております。

指定管理施設になりまして悪い点ばかりではなくて、いい点もあるわけです。利用者数を増やして利用料が増えた分については、それは町の方で自由に使えるというような制度になっておりますので、今後もＰＲ等に努めて利用者数を増やしていきたいと考えております。

なお、島崎委員は当初から体験の森にかかわっておられますのでご存知だと思いますけれども、一般のイベントで利用客数を増やすのは限度があるのかなと感じております。現在、地球温暖化とか自然環境の保全というふうな部分、森づくりといった部分が大変注目されておりますし、今後、中心になってくるのかな、と考えておりますので、そういう部分を含めてこれからも環境問題の研修とか、山を守るための研修、それと森づくりの団体等に利用を呼びかけながら利用者増を図ってまいりたいと考えております。

なお、山のふるさと村につきましては、もう既に現在、防災無線等で放送しておりますが、町民の方に向けての送迎の部分とか、ケビンの通年の割引というようなことを行なって利用者の確保に努めております。

両施設ともいろんなイベントを行なっているんですが、このイベントについては毎月月末に出ます東京都広報等でこういうイベントをやっていますということを、ほかの施設と比べますと結構細かく出していただいているのは実情でございます。この東京都広報に載らないと募集状況が非常に悪くなるというようなこともありますので、ＰＲについても東京都広報だけでなく、ホームページ等いろんな部分を活用しながら周知していきたいと思っております。

なお、委託金の増額につきましては、ことあるごとに東京都の方に「もう少し上げてほしい」というようなことは申し上げておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

以上でございます。

○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第59号の質疑を終結します。
　よって、これより採決します。

　日程第４　議案第59号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第59号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第60号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第60号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第５　議案第60号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第60号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第61号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）質疑なしと認めます。
　以上で議案第61号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第６　議案第61号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第61号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第62号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）質疑なしと認めます。
　以上で議案第62号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第７　議案第62号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第62号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第63号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第63号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第８　議案第63号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第63号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第64号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）質疑なしと認めます。
　以上で議案第64号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第９　議案第64号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第64号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第65号の質疑を行います。

質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）質疑なしと認めます。
　以上で議案第65号の質疑を終結します。
よって、これより採決します。

　日程第10　議案第65号について、原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］

○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第65号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。
　これをもって連合審査会を閉会とします。
　長時間、ご苦労さまでした。
午後２時24分　閉会

奥多摩町議会委員会条例第26条の規定により、ここに署名する。

奥多摩町議会議長
